























































































     戦略戦略番号技術的性質STD(標準)IP(知的財産)
    1用語・用例統一、安全性保証○×
    2計測・計量統一、性能比較手法確立、品質保証(基本・最低品質)、部品共通化、組織信頼性拡大○△     開放領域非開放領域3互換性維持(基本規格)・、相互接続性保証品質保証(高性能・高品質)、互換性維持(上位互換性)、作業共通化△○
    4'コア技術×○
 [記号の意味]
 STD:O選択すべきである、△:場合による、×:選択すべきでない
 IP:O非公開、△,:場合による、×:提供してもよい
 第5章「事例によるモデルの検証」では、事例をもとに標準化と知的財産の連携型モデルの有効性に
 ついて検証を行った。
 (1)対象としたのは以下の6事例である。ただし、ソフトウエア分野であるグリッド・コンピューテ
 ィングは、オープン化が前提となっているため、参照事例として扱った。
 ①「光触媒」(産業技術総合研究所)'
 ②「ナノカーボン(CNT)」(産業技術総合研究所)
 ③rナノカーボン(フラーレン)」(フラーレン関連企業)
 ④rダイレクトプリント方式」(ウォトプリンタ関連企業)'
 ⑤「マイクロFC」(燃料電池開発情報センター、産業技術総合研究所)
 ⑥「グリッド・コ.ンピューティング」(産業抹術総合研究所)
 文献調査やインタビューを通じてモデルに対する適合性及びモデルの目的(早期の市場創出、市場に
 おける優位性の確保)の達成度について、それぞれチェックを行った上で、各事例の有効性を検証した。
 (2)市場が既に創出している、「光触媒」及び「ダイレクトプリント方式」についてのモデルの有効
 性の検証結果は以下の通りであり、本モデルの有効性が一定程度示されている。
 ・「光触媒」
 光触媒の用途別の性能試験方法に関する標準化策定が進められており、その中でもTOTOと東大のセ
ブ
 ルフクリーニングの性能試験方法に関連する特許は無償開放されている。したがって、戦略2に適合し
 ている。TOTOは超親水性技術に関する基礎から応用に至るまでの強力な特許網を構築している。当初
 ライセンス先は一業種一社に限定されていたが、途中からライセンス条件の緩和に伴って徐々に関心を
 示す企業が増大した.光触媒市場は拡大されっっあり、TOTOの市場にお.ける優位性も確保されている
 ことから、本モデルの目的が達成されている。
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 論文審査結果め要旨
 先端技術分野における研究開発の加速化に伴い、革新的な技術を開発した企業は、新技術の迅速な実用化
 及び研究開発費の迅速な資金回収が必要である。そのため、標準化による早期の市場創出及び知的財産保護
 による競争優位の確保が事業戦略上重要となっている。しかし、技術を共有する標準化と技術を専有する知
 的財産保護の個別的戦略では、早期の市場創出と優位性の確保を同時に実現することはできない。本論文は、
 このような現状認識を踏まえて、市場化以前及び初期段階における、革新的技術分野の標準化と.知的財産を
 併用した企業戦略に関する研究結果をまとめたものであり、全文.7章よりなる。
 第1章は序論である。
 第2章では、標準化と知的財産の意義について、先行研究を踏まえて整理を行うとともに、近年の標準化
 と知的財産を巡る環境の変化について現状を概観している。
 第3章では、早期に市場を創出するたあの知的財産のオープン戦略及び競争優位を確保するための知的財
 産のクローズド戦略に関するトレードオフの問題について具体的事例、先行研究を踏まえて整理を行い、標
 準化と知的財産の個別戦略に伴う懸念を明らかにしている。そし七これに対応するため、標準化と知的財産
 を併用する新たな企業戦略モデルの必要性について指摘している。これは、第4章以下で検討を行うモデル
 を導く極めて重要な指摘である。
 第4章では、臨前章までの議論を踏まえ、革新的な技術を開発した企業が、早期に市場を創出・拡大させつ
 つ市場支配力を確保するため、市場化以前及び初期最階における標準の観点から分類した技術的性質年基づ
 き、標準化と知的財産の組み合わせに関する戦略を選択するモデルを提案している占具体的には、企業競争
 力への影響の少ない安全性及び性能評価に関する技術は標準化を優先させ、逆に競争力の中核となる互換性
 等に関する技術は知的財産保護を優先させるものである。モデルは可能な限り単純化されており、12の技術
 的性質を含み応用分野が広く、また、極めて斬新なものである。
 第5章では、提示された標準化と知的財産の連携型企業戦略モデルの有効性を検証している。先端的であ
 り我が国が中心的に研究開発を行っているマテリアル、メカトロニクス分野の5事例及びソフトウエア分野
 の1参照事例を対象とし、綿密なヒアリング調査に基づき、モデルヘの適合性を確認するとともに、モデル
 の目的の達成度について評価を行った、本章における調査分析は、モデルが一定程度有効に機能することを.
 明らかにするもので磨り、モデルの運用にあたっての戦略を検討す』る上での基礎となるものであり極めて重
 要な成果である。
 第6章では、標準化と知的財産の連携型企業戦略モデルの運用に当たっての戦略を考察し、モデルを有効
 に機能させるための標準化のタイミング、標準化関連人材、産業特性等を指摘している。これは、モデルに
 より設計されたルールを円滑に機能させ、成果を上げる戦略として重要である。
 第7章は結論である。
 以上要するに本論文は、革新的な技術を開発した企業が、市場化以前及び初期段階において、早期の市場
 創出及び市場における優位性の確保を目的とした標準化と知的財産の連携型企業戦略モデルを畢示し・その
 有効性を検証したものであり、これは、今後の我が国企業の研究開発成果の世界市場への展開及び産業競争
 力強化に寄与するところが大きく、極めて重要な成果である。
 よって、本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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